


１ エゴマの油

エゴマはシソ科の一年生で，子実はゴマに似
ていますが違う種類の植物です。エゴマの種子
（実）には，およそ５０％の油脂が含まれてお
り，魚油に含まれるDHAとおなじで，心筋梗
塞や脳卒中などの予防効果や発ガン抑制効果，
抗アレルギー作用などを持つ機能性成分として
注目されています。

２ エゴマの種類

①種皮の色による分類
白エゴマと黒えごまに区別されます。白エゴマは灰白色，黒エゴマは褐色の子実（実）

となり，一般に白エゴマは収量が多いですが種皮が厚くいため，含まれる油の量は少なく、
黒エゴマは含まれる油の量は多いですが、品質が安定しないとされています。黒エゴマに
は黒褐色と赤褐色のものがあり、韓国の黒エゴマは赤褐色のものが多く、日本では黒褐色
のものが多くなっています。
白エゴマ、黒エゴマとも色の濃淡が様々であり、判別しにくいことがあります。

②早晩性による分類
日本と韓国の在来種は早晩が様々に分かれており，早生のものは９月下旬から１０月上

旬に成熟し，晩生のものは１０月下旬から１１月上旬に成熟します。北海道や韓国北部に
は，９月上旬に収穫できる極早生のものもあります。

一般に早生の系統は草丈が短くなります，早生であるほど花序（花の付き方）が長く伸
びやすく，晩生のものは太く詰まった感じになります。これは，早く開花すると花序が伸
びながら長くつぼみを付け続けるというエゴマの特性によるためと考えられています。

パルミチン酸 ステアリン酸 オレイン酸 リノール酸 リノレン酸 エイコセン酸

（　）* -16 -18 -18.1 -18.2 -18.3
エゴマ 6.3 1.7 13 14.8 64
ゴマ 7.8 0.1 44.7 45.4 1.2

ナタネ 4.5 18.5 9.8 2.5
ベニバナ 7.1 2.4 16 72.4 0.3

シソ 6.3 2.1 14.4 14.9 62.1

( )*：数値は脂肪酸の炭素数と二重結合数を示す。

エゴマとシソとで脂肪酸組成が非常に似ているが、他の作物とは全く異なることが分かる。また、エゴ
マとシソにはリノレン酸がきわめて多いことが分かる。このリノレン酸は魚油に含まれるエイコサペン
タエン酸（ＥＰＡ）やドコサヘキサエン酸（ＤＨＡ）と同様アルファ-リノレン酸である。

エゴマと他植物の脂肪酸組成

作物名
脂肪酸組成

57.8

作物の品種名：エゴマ　新郷在来、ゴマ　シロゴマ、ナタネ　BN-2、ベニバナ　トゲナシベニバナ、シ
ソ　シソ。



３　栽培暦
①機械化体系（機械定植～コンバイン収穫）

品種：晩生品種 凡例： ○ 播種 育苗期間 ◎ 定植 ▲ 培土 生育期間 収穫期間

　　     月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月      １０月      １１月  計

旬 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

　　作    　型 ○ ○ ◎ ◎ ▲ ▲

播種 定植 培土 培土 収穫

  　労働時間 1.5 9.5 3.5 10 9 9 21 0.5

②従来の体系
品種：中生品種 凡例： ○ 播種 育苗期間 ◎ 定植 ▲ 培土 生育期間 収穫期間

　　     月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月      １０月      １１月  計

旬 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

○ ○ ◎ 晩生

　　作    　型 中生 ○ ○ ◎ ▲ ▲ ▲ 調製作業

播種 定植 培土 収穫 脱穀

  　労働時間 9 1.5 4 10 4 20 67 21

４　栽培管理（機械化体系の作業ポイント）

64

136.5

◎播種（６月上旬～中旬）
機械定植に向け，セルトレー（128穴）により育苗を行います。

☆播種での準備物
○種子：晩生の品種（子実が堅く，機械収穫に適している）
○培土：床土用 → 野菜用培土 ２０枚で約７０リットル（1袋）

覆土用 → バーミュキュライト 60枚で約33リットル（1袋）

播
種



播

種

○セルトレイ（１２８穴のもの）
１０ａ当たり 畝間７５ｃｍ×株間３０ｃｍで40枚(予備５枚含む)

畝間７５ｃｍ×株間３５ｃｍで35枚(予備5枚含む)

○播種板と播き穴開け用のローラー
（農協で貸し出ししています）

☆育苗床の準備物
○角材または，鉄パイプなど
（ポットを直接ハウスにおかないようにするために使います）

○新聞紙

★播種作業
①セルトレイに床土を詰めます。詰め終わったら稲の苗箱に

入れます。

②土の詰まったセルトレイにたっぷりと灌水します。

③ローラーで播き穴をつくります。

④種が一穴に２粒位入るように播きます。
※播種板を使うとだいたい２粒くらい播けますので，簡単です。
※播き終わったら絶対に灌水してはいけません。種が流れ出ます。

⑤バーミュキュライトを覆土します。
※あまり厚くかかると芽が出にくくなるので，稲苗箱用の均し板

などを使い，均一にします。



育

苗
⑥播き終わったセルトレイをハウスに並べます。
※準備した角材などを２本並べ，その上に並べます。

ハウスの土と苗箱に空間を作ると，根がしたにとおらず，セルの中で
根っこか張り巡らされます。

⑦並べたセルトレイに新聞紙をかけ、その後ジョウロなどで灌水し、覆
土が乾きにくいようにします。
※育苗は水稲の育苗ハウスなどを活用すると管理が簡単です。

★育苗管理（定植時の目標草丈は５～６ｃｍ，本葉４枚くらい）
①発芽適温は２３℃で，播種後３～４日程度で発芽します。子葉（ふた

葉）が展開したら，掛けていた新聞紙ははずしてください。

②この時期のハウスは温度が上がりすぎるので遮光と換気を行います。
※伸びすぎると定植機が使えなくなります。

本
田
準
備

◎ほ場準備（定植予定の１ヶ月前までに）
☆排水対策

エゴマは大豆よりも湿害に比較的強いですが，水田へ作付けする場合は，
暗渠や明渠により排水対策をとりましょう。



☆施肥（元肥のみの施肥管理）
元肥の目安は 窒素：２～２．５ｋｇ／１０ａ

燐酸： ２．５ｋｇ／１０ａ

加里： ２．６ｋｇ／１０ａ

定

植

と

補

植

◎補植作業（定植～随時）
１回目の補植は定植と同時にします。欠株や苗の浮き上がりを
直しながら行いましょう。
２回目以降はネキリムシの被害が確認されたら随時行いましょう。
また、補植する前に被害株の周辺をほじくり、虫がいないか確認
しながら植え付けます。

☆土づくり
遅くとも定植の１ヶ月前までに土づくり肥料と有機質肥料を散布します。
※窒素成分が多すぎると倒伏するので，多くとも１５０kg／１０ａを目

安にし，毎年栽培しているほ場は，100kg／１０ａまで
※石灰窒素を使う場合は，１０ｋｇ／１０ａ程度

油をとるための
ポイントはカリ
と石灰と適度な

窒素が必要

◎定植（７月上旬～中旬）と補植
☆耕起

雑草対策と砕土率を高めるために，定植直前にも耕起しま
しょう。

☆苗の準備
定植前にたっぷりと灌水をしておきましょう。

☆定植作業
裁植密度は
①株間３５ｃｍ×畝間７５ｃｍ＝３．８株／㎡当たり または
②株間３０ｃｍ×畝間７５ｃｍ＝４．４株／㎡当たり



◎培土
除草を兼ね管理機が入れる時期までに、２回は培土を行いましょう。

培土1回目 培土２回目

さび病
過繁茂すると発生しやすい

現地検討会
（病気があるな～どれどれ）

本

田

管

理

・8月上旬から9月上旬に多発する。
・葉の内側に虫が入り、糸でつづり合わされ
る。
・被害葉を見つけ次第、切り取り処分する。
・つづられた葉の上から指で押さえてつぶす。

エゴマの病害虫

ベニフキノメイガ



◎乾燥場所の準備（収穫前）
収穫したエゴマを薄く広げ乾燥できるよう、軒下や育苗ハウスなど乾燥場所を確保しておきましょう。
エゴマは調製時に水洗いを行いますので、乾燥する場合は棚などを作り、出来るだけ早く乾燥できるように 工

夫します。
また、鳥の被害を受けないような対策（防鳥ネットなど）も必要です。

収
穫
準
備

◎コンバインによる収穫作業（１０中旬～下旬頃）
☆刈取り時期の判断

葉の２／３が黄色に色づき、実も２／３が熟して硬くなったころ
エゴマのコンバインによる収獲時期の判断は、「ちょっと早いかな？」と思う頃がちょうどよいころ

です。エゴマはあっという間に適期が過ぎてしまいす。
熟しすぎると、実が畑に飛び散ってほとんど無くなってしまうので、ちょっと早めに刈取ります。

（コンバインによる刈り取りでは、刈取り順番を決めるためほ場を巡回し、現地確認をしています。）

スノコを敷き、その上
に目の細かい寒冷紗な
どを敷きます

適
期
判
断



もうすぐ適期 刈取り適期

☆手刈りでの乾燥は(参考)☆

収

穫

作

業

刈取り



◎乾燥と調製
☆乾燥

収穫したものはすぐに準備しておいた乾燥場所で
薄く広げ乾燥しましょう。

この時に、目の粗い篩でふるって、入っている
葉っぱや土を取り除きましょう。

乾燥の途中で何度か篩にかけ、ごみを取り除く作
業を繰り返します。この作業を行うと上下が入れ替
わりむらなく乾燥されます。

☆調整（唐箕選と水洗い、仕上げ乾燥）
①乾いたら唐箕選をおこない、細かなごみをとり

のぞきます。

②唐箕選で残ったエゴマを水洗いします。エゴ

マは軽いので水に浮き、土や小石が沈みます。
③浮いたエゴマをすくい網などにとり、網袋に適

量を入れ、エゴマの汚れを取るために水洗いをしま
す。この作業を何度か行いエゴマをきれいにします。

④よく水を切ったら、薄く広げて乾燥を行います。
乾燥が悪いとカビなどが生え品質が悪くなるので注
意が必要です。

⑤しっかり乾燥したら、農協でグレイダーで最終
調製をしましょう。

目標収量７０ｋｇ/１０ａ
(コンバイン収穫)

乾

燥

と

調

製 ※写真のような「すくい網」を使用しましょう
「ざる」では汚れがおちません

※写真のような「すくい網」を使用しましょう
「ざる」では汚れがおちません

網袋に入れ替え水洗い


